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NLD議長アウンサンスーチーさんからの親書（右、日本語訳）
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事業概要

 アウンサンスーチー議長より依頼を受け、友愛の理念のもと、
「全ビルマ学生連盟外交委員会日本」と「ミャンマーニュー
リーダーを育成する会」と協力し、ＮＬＤ（国民民主連盟）か
ら派遣された研修生に、ミャンマー発展に資する指導者として
の必要な研修の場を与え、その活動を支援するものである。

 ミャンマーの主たる産業が農業であることから、農業に関する
知識、技術を日本の文化や考え方、生活に触れながら学ぶ機会
を設けること。研修後は自国において、日本で学んだことを伝
え実践するよう努める。研修を通して日本について理解しても
らい、今後のミャンマーとの友好関係を緊密なものにする役割
を担ってもらう。

事業目的
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2014年度 7/4～9/30
農業法人コスモス・北海道ホープランド・オイスカ中部日本研修センター・農林水産業研究センター

 コスモス牧場で、子牛をゲージ
に誘導。初めての経験にも関わ
らず、果敢に挑戦しました。

 カボチャの収穫、箱詰め作業を
体験

 農業大学を見学
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2017年度 5/10～7/4
鹿児島アジア太平洋農村研修センター・島津製作所・ＪＡ碓氷安中・メリーチョコレート松戸工場

 サツマイモの根付から収穫ま
でを体験。さらにサツマイモ
から焼酎を作る技術を学ぶ。

 カピック研修まとめ発表会  近郊型農業（野菜・稲）を見学

5



2018年度 9/26～11/27
鹿児島アジア太平洋農村研修センター・鹿児島大学農学部・小鹿酒造・広島平和記念資料館

 サツマイモの収穫を実習。大
きく育ったサツマイモにビッ
クリ、歓声があがる。

 森んちゅ・婦人グループによ
るサツマイモを活用したお菓
子作りを実習。

 元気印の菜園畑・堀之内さんのお
宅にホームステイ。日本の農家の
暮らしを実際に体験。
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2019年度 9/27～11/26
鹿児島アジア太平洋農村研修センター・鹿児島大学・ハルカインターナショナル・静岡県ふじのくに茶の都

 収穫された大きなサツマイモ
に歓声を上げた。甘くて美味
しいサツマイモを作ることが、
究極の目的。

 苗作りを一から勉強。根を洗
うなど、新しい知識に驚きの
連続。意欲的な質問が続く。

 鹿児島アジア太平洋農村研修セ
ンターから授与された「農業研
修終了証書」
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文化交流の様子
広島平和記念資料館・平和記念公園慰霊碑献花・被爆者体験談聴講・留学生国際交流

 松井広島市長と
記念撮影

 英語キャンプ。各国
から参加した研修生
が一同に会してサツ
マイモ収穫・ダンス
パーティ

 慰霊碑に花を供える。
平和を祈る気持ちは、
強い。長い時間手を
合わせて、祈りを捧
げていた

 日本文化体験の日。
和服を着つけていた
だき、茶道も体験
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友愛ファーム
農業研修実践の場として「友愛ファーム」を設け、農業研修で学んだことを実践し、人材の育成、技術の普及を目指す。

 最も適した品種を求めて試験農場
『友愛ファーム』を開設準備

 サツマイモの育成に関して、村の人
達の指導にあたり普及に努めている。
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2021年度計画について

 主に土壌改良についての研修を実施す
ることとし、それらの内容でリーフ
レット等を作成、友愛ファームに携わ
る現地既研修生等に送り、現地の農業
の発展の一助となる活動を行う。

 キノコ農園等での研修・情報収集
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